
 

マッキンゼー＆カンパニー パートナー 山田 唯人氏  

アソシエイトパートナー 川西 剛史氏   

持続可能な食料･農業バリューチェーンの 

創出のために ～世界のメガトレンドからの学び～ 

 

山田唯人氏 マッキンゼーの化学品・農業セクターにおける日本支社及びサステナビリティ研

究グループのアジアにおけるリーダー。グローバルメンバーと協働し、農業、食糧およびエネルギ

ーなどの資源分野の企業における長期的な成果の達成を支援 

 

川西剛史氏 東京電力福島原子力発電所事故調査委員会において、食品汚染や森林

汚染等を調査。最近は、農業・化学業界において、戦略立案および現場に おける実行支

援、企業の変革における組織設計・人材育成に従事。 

 

 

＜ご講演概要＞ 

○気候変動の影響について、居住性・作業性、物理資産・インフラの面でアジアは世界平均よ

りも深刻な影響を受けると予測されている。例えば気温上昇により、農業や建設業等の屋

外作業が困難又は短時間のみ可能となった場合、各国の GDP は確実に減少する。 

〇世界の温室効果ガス（GHG）排出量のうち、食料システムからの排出量が占める割合は

28%と高く、削減に向けた取組が必要不可欠。気温上昇を 1.5℃に抑えるには農業分野

からの排出量を 75%削減する必要がある。 

○国産の消費を盛り上げることについては、生産者の所得を上げるという観点からは大賛成であ

る。海外に打ち勝つ価格や品質を維持するために何が必要か考えていくことが重要（コスト

ターゲティング）。 

○自然災害や異常気象のリスクを把握・予測するような技術を担う人材の確保、モデリングシス

テムの作成が必要であり、政府にはその使命があると思っている。 

〇持続可能な食料・農林水産業のバリューチェーンの創出は、資材調達の観点まで含めて検

討する必要がある。また、生産のみならず、消費面の対策も重要。 
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